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７月２６日の市内１例目の感染者発生以降、これまでの市からの要請への防衛

省の対応状況、米軍による感染拡大防止対策やＰＣＲ検査の進捗状況等について

ご報告いたします。 

なお、現状において、米軍経ヶ岬通信所内及び居住地域内という限定されたコ

ミュニティ内での感染にとどまっており、市中への感染は確認されていません。 

 

【主な要請内容】 

⇒「ＰＣＲ検査の実施」について 

・防衛省及び京都府の連携により、米軍人・軍属及び日本人従業員全員のＰＣ 

Ｒ検査の実施が決定 

・軍人概ね約２０人全員のＰＣＲ検査が完了 

・米軍属を構成している主な２社については、数名を除き、全員のＰＣＲ検査

が完了。残る数名についても速やかに検査を実施 

・通信所等で勤務される日本人従業員の方及び敷地内の工事関係者のＰＣＲ検

査が完了 

 

⇒「隔離・入院等の実施」について 

・陽性が確認された者及び濃厚接触者に対し、１４日間以上の隔離措置 

 ※陽性者及び濃厚接触者は、自宅隔離または入院の措置 

（自宅隔離は、在日米陸軍として責任を持って適切に管理） 

・２回のＰＣＲ検査により陰性が確認されない限り隔離措置の継続 

※日本の一般的な基準と比べても厳しい基準により感染拡大防止を実施 

 

京丹後市役所 プレスリリース 令和２年（２０２０年）８月２１日 

防衛大臣への要請に基づく御対応・進捗状況の報告 

について[新型コロナウイルス感染症対策関係] 

に係る要請を行います 

① 米軍経ケ岬通信所に勤務するすべての米軍人・軍属及び日本側基地従

業員・一定の接触が確認される市民に対するＰＣＲ検査を、京都府保健

当局とも十分に情報共有・連携を行い、一刻も早く実施・完了し、万全な

隔離・入院等を行うこと。 
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⇒「外出自粛の徹底」及び「感染防止対策の徹底」について 

・陽性者または濃厚接触者以外の軍人・軍属に対する行動制限等については、

在日米陸軍として健康保護態勢を更に強化 

 

・陽性者や濃厚接触者以外の軍人・軍属に対しても、以下の項目の厳格な行動

制限と個々人が遵守すべき衛生上の要件を課し、感染拡大防止策を徹底 

①飲酒を伴う酒場や社交場への外出禁止 

②不要不急（生活維持目的以外）の外出制限 

③外出時のマスク着用の徹底、人が密集する場所への訪問禁止等、 

 

・関係者の居住及び勤務する自治体における新型コロナウイルス感染症に対

する指針を順守すると共に、在日米陸軍の課すさらに厳格な措置を今後も徹

底して行う 

 

⇒「必要十分な情報開示」について 

・地域の保健所への情報提供、陽性者確認時の報道発表など、引続き透明性 

確保に尽力する 

＜参 考＞ 

 米軍経ヶ岬通信所における新型コロナ感染者の発生状況 

●現状（８月１９日時点） 

・米軍関係者の感染者数は１３名（軍人４名、軍属９名） 

・日米地位協定適用非対象者２名（軍属の接触者１名及び同接触者１名） 

 

■問い合わせ 

京丹後市 総務部 総務課 基地対策室 

℡ ０７７２－６９－００１２ 

② 必要なＰＣＲ検査を終えるまでの間は、外出自粛の徹底等、万一の感

染予防と住民不安の払しょくに万全に努めること。また、ＰＣＲ検査等

の実施状況について、納得できる必要十分な情報開示を行うこと。 

 

③ 新しい生活様式や外出自粛など感染防止対策を改めて徹底すると共

に、その他基地内外への感染防止のための必要な措置を、防衛省と米軍

の責任において実現を図ること。 

 



令和２年８月４日 

 

防衛大臣 河野 太郎 様 

 

京丹後市長 中 山   泰 

 

 

米軍経ケ岬通信所及び関連施設における緊急措置の要請について 

 

 

新型コロナウイルス感染症に関し、本市に所在する米軍経ケ岬通信所及び関連施設に勤務等

する米軍関係・関連陽性確認者が、令和２年７月２７日に発生して以来、急増している中、本日、

新たに６人の米軍属・陽性者（全１２人）が確認されました。 

同施設に勤務する米軍人・軍属関係者は全員、基地外の民間施設に居住し、京丹後市内で生

活空間を共にしているため、米軍人・軍属の陽性確認者が大幅に急増する中で、このままでは

周辺住民の感染予防、拡大防止に対する不安が広がらざるを得ません。 

このため、住民の感染防止を万全に徹底し住民の不安が払拭できるよう、以下のとおり、貴

職に対して強く要請し、速やかな対応を求めます。 

 

記 

 

１ 米軍経ケ岬通信所及び関連施設に勤務し又は勤務者と一定の接触等が確認されるすべて

の米軍人・軍属及び日本側基地従業員・関連市民に対し、ＰＣＲ検査の実施と必要な隔離・入

院等の措置、関連施設の消毒等の徹底を、京都府保健当局とも十分に情報共有・連携を行い、

迅速かつ万全に実施すること。 

 

２ 上記１の実施に際しては、米軍人・軍属等関係者が居住・生活空間を広く一般住民と共にし

ており、これによる住民不安を払拭できるよう、必ずしも濃厚接触者でなくても個別・客観

的な聞き取り等も踏まえつつ、住民の不安・希望に応じた積極的なＰＣＲ検査の実施を行う

こと。 

 

３ 基地内外における新しい生活様式や外出自粛の徹底など、日ごろの感染防止対策を改めて

徹底するとともに、特に今回の基地クラスターの発生の原因を探りつつ、このための重点的

な防止対策も含め万全な拡大防止を図ること。 

 

４ 上記１～３の内容はじめその他基地内外への感染拡大防止のための必要な措置について、

防衛省と米軍の責任において実現を図ること。 

以上 

資料１ 



令和２年８月４日 

 

在日米軍司令官、米国陸軍少将 

ヴィエット ・ Ｘ ・ ルオン    様 

 

京丹後市長 中山 泰 

 

 

米軍経ケ岬通信所及び関連施設における緊急措置の要請について 

 

新型コロナウイルス感染症に関し、本市に所在する貴・米軍経ケ岬通信所及び関

連施設に勤務等する米軍関係・関連陽性確認者が、令和２年７月２７日に発生して

以来、急増している中、本日、新たに６人の米軍属・陽性者（全１２人）が確認されま

した。 

ところで、同施設に勤務する米軍人・軍属関係者は、沖縄など米軍基地内に居

住・生活関連施設が所在する場合と異なって、米軍関係者全員、基地敷地外部の日

本側民間施設に居住し、京丹後市内で一般住民社会と生活空間・活動を共にして

いるため、米軍人・軍属の陽性確認者が大幅に急増する中で、周辺住民の感染予

防、拡大防止に対する不安が大きく広がっています。 

このため、住民の感染防止を万全に徹底し住民の不安が払拭できるよう、以下

のとおり、貴職に対して強く要請し、速やかな対応を求めます。 

 

記 

 

１ 米軍経ケ岬通信所及び関連施設に勤務し又は勤務者と一定の接触等が確認さ

れるすべての米軍人・軍属及び日本側基地従業員・関連市民に対し、必要なＰＣ

Ｒ検査の実施と隔離・入院等の措置、関連施設の消毒等の徹底を、日本側京都府

保健当局とも十分に情報共有・連携を行い、迅速かつ万全に実施すること。 

 

２ 上記１の実施に際しては、米軍人・軍属等関係者が居住・生活空間を広く一般住

民と共にしており、これによる住民不安を払拭できるよう、個別・客観的な聞き

取り等も踏まえつつ住民の不安・希望に応じた積極的なＰＣＲ検査の実施を行う

こと。 

 

３ 基地内外における新しい生活様式や外出自粛の徹底など、日ごろの感染防止

対策を改めて徹底するとともに、特に今回の基地クラスターの発生の原因を探

りつつ、このための重点的な防止対策も含め万全な拡大防止を図ること。 

 

４ 上記１～３の内容はじめその他基地内外への感染拡大防止のための必要な措

置の実現を図ること。 

以上 

資料２ 


